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Imadeanaquaticblyophytasurveyin2()10．Astheresultofthesurvey，l7taxa

ofmossesand3taxaofliverwortswererecordedfi･omOyomlmoor，Staxaofmosses

and2taxaofliverwortsweI･erecordedfi･omheadstreamofHimekawaRiver，Hakubavil-

lage，NaganoPrefecture，centralJapan･IreportedanaquaticbrvophvteHora，together
withanenumeratlonlist．
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2010年5月に長野県白馬村佐野にある親海湿原で，

著者は一見サナダゴケ属P/αgjo的ec〃"'の種のように

見える水生蘇類やミズゴケ属助ﾙαg"""'を見かけた。

親海湿原入口の看板（長野県，白馬村）には，「長野

県内唯一のホロムイソウScﾙe"cﾙze'7apa/"s"rsの自生

地」とあり，維管束植物の調査はされているようであっ

たが，蘇苔類についての記述はなかった。親海湿原は

白馬村文化財に指定されていることから，白馬村教育

委員会に蘇苔類相について尋ねたところ，蘇苔類の調

査はされていないとの返答であった。そこで，本湿原

の蘇苔類相とその生育状況について，また隣接する姫

川源流の水生蘇苔類についても調査をした。調査によっ

てサナダゴケ属に似た水生蘇苔類はヤナギゴケ科

Amblystegiaceaeヤナギゴケ属Lep/o戒cりﾉz"”のオニシ

メリゴケL〃"z"sﾙ""αeと判明し，坂井（2010）に報

告した。本報告では，親海湿原と姫川源流の水生蘇苔

類の生育状況について記す。

なお，調査は白馬村文化財の現状変更の許可を得て

行った。お世話になった白馬村教育委員会に深く感謝

*富山市科学博物館研究業績第401号

申し上げます。

調査地と調査方法

調査地の長野県白馬村佐野親海湿原(北緯36°37'13'ミ

東経137.51'04"，標高約740m）と隣接する姫川源流

(北緯36.37'23″東経137.51'05"，標高約740m）は，

長野県自然環境保全地区および長野県白馬村文化財に

指定され，木道や遊歩道が整備されている（図l)。

親海湿原入口の看板（長野県，白馬村）には「親海

湿原はすり鉢状の平坦地形を成す，流出入する河川の

ない，隔絶した湿原です。東側のドウカク山斜面との

境に湧水点を持ち，その源は青木湖のものではないか

といわれているが，はっきりしていません。（後略)」

と記されている。親海湿原を囲むようにある遊歩道を

一周したところ，看板の記述のように湿原と山斜面と

の境の疎林内に湧水点からの小流あり，湿原に流入し

ていた。親海湿原の植生は，雪解け直後の春はミツガ

シワMｾ'り′α"/方es〃加//"αが群生し，その後カキツバ

タノ"s／αewg"αやヤナギトラノオLy”"αc肋α伽ルバ戒o
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図1調査地（国土地理院の1/25000地図「神代」を使用）
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,α，サワギキョウLo6e"αsess"加"α，サギスゲ

〃jopﾙ｡,""，g'αc//eなどの花が|咲き，夏にはヨシ

P〃αg"'"esco"'"'""/sに覆われる。湿原内のいくぶん

水位の低い所にはカラコギカエデAce『gj""α/αやレン

ゲツツジRﾙo”dｾ"”o〃脚o"esubspノ〃o"/c""7などの

木本が見られる。湿原周辺部は，林になっている。

姫川源流は，林内にある湧水口から始まり，田園を

流れていく。長野県自然環境保全地区および長野県白

馬村文化財に指定されている姫川源流は，林内の範囲

である。

気象庁（2002）のメッシュ気候値によると，調査地

の年平均気温は88°C，年降水量は17219mmである。

2010年6月14日に，親海湿原では湿原部と湧水口の小

流に生育する蘇苔類の調査をし，姫川源流では水際や

水中の蕪苔類調査を行った。種の同定のため，資料を

持ち帰り，顕微鏡下で鑑定した。
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写真

親海湿原の中央部の様子．調査日の6月には維管束植物にず
いぶん覆われ、地表面に生育する水生蘇苔類は陰になって
いた。

結果と考察

親海湿原で蘇類9科17分類群，苔類3科3分類群，姫

川源流で蕪類2科5分類群苔類2科2分類群が確認され

た（親海湿原，姫川源流の蘇苔類一覧参照)。そのう

ち，親海湿原に生育するオニシメリゴケL”o的c“"”

'"jz"sﾙﾉ脚αeは，環境省の絶滅危倶I類（岩月ほか

2008）および長野県の絶滅危倶（長野県環境保全研究

所ほか2005）に，ミズゴケ属5分類群は長野県の絶滅

危倶オオミズゴケs,pα“"eは環境省の準絶滅危

倶に指定されている。オニシメリゴケについては坂井

写真

姫川源流の緩やかな流れには、転石を中心にタニゴケが繁
茂し、オランダガラシが砂喋部を覆っていた。



長野県白馬村親海湿原、姫川源流の水生鮮苔類

(2010）に報告されている。

親海湿原では，湿原の中央部で蘇苔類がよく生育し

ていた。ミズゴケ属は5分類群が確認されたが，中で

もオオミズゴケの生育量は多く，湿原中央部の一部で

はオオミズゴケから成る高層湿原があった。オオミズ

ゴケの次に生育量が多かったのはコサンカクミズゴケ

助ﾙαg""脚rec"rv""’v“／e""eで，オオミズゴケとし

ばしば混生していた。シタミズゴケ＆s"6s“z"7”"，

var.〃"”/e"seは植物体が細く，他のミズゴケ属と混

生して生えていた。鈴木（1978）に「神城湿原，標高

730"?」のミズゴケ属の報告があるが，本調査地を指

す と 思われる。それにはアオモリミズゴケs

'“"”"脚，ハリミズゴケ＆c"””畑"7シタミズゴケ，

オオミズゴケ，イボミズゴケs､p“"/osI{",の5分類群

が報告されている。ハリミズゴケとイボミズゴケは，

本研究では確認されなかったが，調査が不十分なため

か現在は生育していないためかは分からない。

湿原にはその他，ヌマハリガネゴケB〃"",wejge/"，

ヤリノホゴケcα/"e堰｡"e"αc"叩/”/α，タニゴケ

B『αchWﾙec/""’”v"/α'e，ホソバミズゼニゴケPe"ja

e”〃/加"αなどが見られた。これらはしばしば隣りあっ

て生育していた。

蘇苔類は，高層湿原となり盛り上がっている部分を

除くと，維管束植物の下に生育しており，雪解け後は

明るい環境だが，ヨシが生育してくると被陰されると

推測される。

親海湿原の湧水口からの流水中にはアオハイゴケ

Ry"cﾙ“reg"！胸'ゆα"o/火sが生育し，周辺の土上には，

オオスギゴケPC""jch“""",/b""｡s"",やヤマトチョ

ウチンゴケP/αg/･"7"""”ノ〃｡"にz""，フロウソウ

α""αc加加昨"的℃/火s，カモジゴケDj”α""胴

"Qpa灯"脚，コカヤゴケRhy"cﾙ“reg"",,βα""加""",な
どが生えていた。

姫川源流の水中や水際の転石上ではタニゴケが旺盛

に繁茂し，次にフジウロコゴケ“"｡””“

pのα"rh“，アオハイゴケがよく見られた。水際では

チョウチンゴケ科3分類群やタニゴケ，ジャゴケ

co"oc“方α/""’CO"/c"脚が生育していた。

親海湿原，姫川源流の蘇苔類一覧

科の配列は岩月（2001）に従い，属名，種小名はア

ルファベット順に配した。学名はIwatsuki（2004)，

Yamada＆Iwatsuki（2006）に従った。学名，和名に

続き，標本登録番号を示した。絶滅危倶種については

和名の後に付し，混生する種がある場合や特に記した

い生育場所は括弧内〔〕に記した。採取者は著者だけ

なので省略した。標本はすべて富山市科学博物館植牲

標本庫（TOYA）に保管してある。

｜親海湿原の蘇苔類一覧

Bryopsida蘇類

Sphagnaceaeミズゴケ科

ミズゴケ属助hag"""’は長野県の絶滅危倶に指定

されている．

助ﾙαg"z"〃pα“"eLオオミズゴケ環境省の準絶

滅危倶6194〔+コサンカクミズゴケ〕，6185

〔湧水口の小流周辺l

助力昭"I"〃『eα"”,"？P・Beauv・アオモリミズゴケ

6188．

球ﾌﾙαg"""，reα"v""，RBeauv.v“6rev加"""’（Lindb.〉

Wamst・サンカクミズゴケ6187．

邸ﾌﾙαg"""？'でα"v""’P・Beauv・var・花""eHKlinggr・

コサンカクミズゴケ6183,6194〔+オオミズ
ー『ヶ1
一割／ノ・

卵ﾙαg""",s"6sec""ぬ"〃Neesvar・ノ""saIe"se（Wamst.〉

HA・Cmmシタミズゴケ6177.

Polytrichaceaeスギゴケ科

PC〃"/cﾙ“"""'/b『"'“z"〃Hedw，GLS、オオスギ

ゴケ6335〔+オオシツポゴケ，湧水口の小流周

辺〕．

Bryaceaeハリガネゴケ科

βノツz"〃we垣e/〃Sprer唱ヌマハリガネゴケ6340

Mniaceaeチョウチンゴケ科

P/αgio"7"/""?ノ叩o"IC""7（Lindh）TJ・KC、ヤマト

チョウチンゴケ6336〔+-トヤマシノブゴケ，湧

水口の小流周辺〕．

Dicranaceaeシッポゴケ科

Djc”"""7”狽o"e"seBeschオオシツポゴケ6335

〔+オオスギゴケ，湧水口の小流周辺〕・

Djcrα"""'scOpα""'〃Hedw・カモジゴケ6337〔湧

水口の小流周辺1

Climaclaceae

C""?αCjz"〃‘た"のO/〔たS

ロウソウ6174

コウヤノマンネングサ科

(Hedw.）FWeber＆Mohr

〔湧水口の小流周辺〕．

フ

Thuidiaceaeシノブゴヶ科．

7ﾙz"c加"7kα"eCわeSakuraiトヤマシノブゴケ63雛
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〔+ヤマトチョウチンゴケ，湧水口の小流周辺〕

Amblystegiaceaeヤナギゴケ科

Ca"je堰o"e"αc"””ra（Hedw.）Loeskeヤリノホゴ
ケ6178.

L“ro虚c""加加jz"sﾙj〃ae（Sakurai）Kandaオニシメ
リゴケ環境省の絶滅危倶I類，長野県の絶滅危

倶6203

Brachytheciaceaeアオギヌゴケ科

〃αc〃Wﾙecj"脚〃'ﾉ"/”eBruch＆Schimp・タニゴケ

6190,6175〔湧水口の小流周辺1

R伽"cﾙCs花gjz"〃pα"刷施"""，（Mitt）AJaegerコカ
ヤゴケ6232〔湧水口の小流周辺〕．

RV"c〃osjegj"脚′ゅα"oj昨s（Hedw.）Cardotアオハイ

ゴケ6201〔湧水口の小流中〕．

Hepaticopsida苔類

Conocephalaceaeジヤゴケ科

CO"oc”ﾙα/""'CO"IC"碗（L）Dumortジャゴケ

〔+タニゴケ〕．

Marchantiaceaeゼニゴケ科曇

Mt"℃ﾙα""αPC"脚OゆﾙaLゼニゴケ6211

620？

Pelliaceaeミズゼニゴケ科

Pe/ﾉﾉαe"戒W加//a（Dicks.）Dumort・ホソバミズゼニ

ゴケ6210.6209〔湧水口の小流周辺〕．

|｜姫川源流の蘇苔類一覧

Bryopsida蘇類

Mniaceaeチョウチンゴケ科

必?""”4ﾉc“o‘加j昨s（Hook）Schwagr・ナメリチヨウ

チンゴケ6339〔湧水口の小流、中湿〕．

P/αgjo"'"加加c"””r‘"”（Hedw）T、J・Kopツボゴ
ケ6338．

P/“jo"7"/""7V“zc“"脚（Besch）T、J・Kopオオノ？

10

チョウチンゴケ63“

Brachytheciaceaeアオギヌゴケ科

BracﾉIWhecj"碗”v"/”eBmch＆SchimPタニゴケ
6179．

RV"ch“花91""1’ゅα"oj火s（Hedw）Cardotアオハイ

ゴケ6212.

Hepaticopsida苔類

Geocalycaceaeウロコゴケ科

Ch"“Cyph"spo"α"rhos（L）Cordaフジウロコゴケ
6208.

Conocephalaceaeジヤゴケ科

Cb"ocepﾙα/‘"”CO"!c"耐（L）Dumort・ジヤゴケ6205
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